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【地域の基礎データ】 

人口：58,269 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：32.8％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産 業：農業（桃・柿・キウイ・いちじく）など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：13 名（1 回生：5 名、2 回生：5 名、3 回生：3

名） 

活動期間：平成 30 年 5 月～ 

担当教員：竹田明弘 

 

1．活動実施の経緯 

 紀の川市は、県内屈指のフルーツ王国である。近年、これらの実績をふまえ、紀の川フル

ーツツーリズムというプロジェクトを立ち上げ、フルーツ王国として知名度を県内外に高

めるための活動を行っている。これら紀の川市の一連の活動を考慮し、本活動ではフルーツ

を使用したスイーツを開発することで、紀の川市に貢献することを目的として実施された。 
 

2．活動の内容 

 本活動は、参加希望した観光学部学生、紀の川市役所、協力店舗の３者の協力のもとで実

施したスイーツ開発活動である。本年は、和歌山電鐵株式会社(たまカフェ)、株式会社 藤

桃庵+近鉄百貨店 和歌山店、ブーランジェリーフルリール、ムリーノと共同でスイーツの

開発を実施した。また活動の成果として、たまカフェについては「恋みくじ付き、バニラシ

ェイク」を開発（4 月末発売）した。また、藤桃庵+近鉄百貨店 和歌山店とは共同で 2022

年度夏発売のお中元アイスを開発している。これについては、現在、5 種類の新開発アイス

+昨年度開発のキルシュ香るホワイトチョコとバニラ苺の 6 種類のパッケージを開発、パッ

ケージデザインについてもそれぞれ開発し、現在は最終確認の印刷段階。ブーランジェリー

フルリールについてはパン 6 種を 3 月末に発売予定で現在プロジェクト進行中、ムリーノ

については、4 月発売にむけてプロジェクト進行中である。 
 

3．活動を通じて 

 本年も COVID19 感染拡大による対面活動の制限という状況時もあり、必ずしも円滑な活

動を実施することは困難であった。また、今年度は近鉄百貨店との共同というこれまでの個

店だけでなく、企業を巻き込んだ活動になった。まだまだ継続中の活動も多いが、少しでも

地域に貢献できるようなスイーツを開発していきたい。 

和歌山県紀の川市 

紀の川スイーツの開発 
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4．成果物（ポスター） 

 

 


